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1　概　　況

現代の複雑な社会情勢を反映して、災害もまた特異な現象を伴って増加している。つま少都市機能のひずみ

がもたらす災害の質的変ほうは、今や市民生活の基盤を脅かすに至っているといえようO

このような情勢に対処する消防体制として、市内の3消防署、 1 0出張所に2 3台のポンプ車と1 0台の救

急車並びにはしと車、救助工作車等9台の特殊車両を配備し、有事即応の警防体制を敷くとともに、地下街等

の特殊災害に備えては、健軍消防署に併設している訓練センターで隊員の救助技術を錬磨している。

一方、火災の未然防止のためには、各事業所に対する防火査察を実施して消防用設備等の設置、維持、管理

及び火気取り扱いや初期消火要領等の指導に当たるとともに、防火管理者制度の効果的運用を図り、さらに危

険物施設の許認可にあたっては規制、指導75:ど安全管理に努めている。

また、全車両に装備した拡声装置を使用しての日常的防火広報の推進、春、秋における火災予防運動の展開、

防災指導車や広報機関又は広報紙を利用しての防火広報等、あらゆる広報媒体を利用して予防意識の高揚を図

っている.

特に最近地域住民の間で不安が高まっている震災には、その対策指導用として人工地震体験車(起震車)杏

活用するほか、地域ごとに住民と一体となった訓練を積極的に実施している。

年々増加の一途にある救急業務に対処するため、救急隊7隊を適正配置し救急患者を安全かつ迅速に医療機

関-搬送する体制をとる夜ど、消防業務も極めて広範を分野にわたっている。

消防団については、小学校児童就学区域を1分団として編成された5 5分団2,0 3 4人の団員が常備消防と

協力して、水、火災、その他の災害防除に当たるとともに、火災予防面においてもそれぞれの家業の傍ら献身

的努力を傾け、地域防災に重要な役割を果たしている。

2消防職員・消防車両配置状況　　　　　　　　　　　　　　(昭57. 4.咽在)

区 分

局 署 別

潤

防

正

潤

防

監

潤
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司
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司
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追
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士
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敬

負

1

車

通

草

ご

車

し

ど

車

作

車

泡

車 車 車 車

*

車 車

倭

機

サ

*

畢

発

m
m

置
総 計 1 1 8 2 0 37 0 9 84 ヱp 7 4∈石 9 14 3 2 2 1 1 . 3 3 10 14 1 1 19 8 3 8 2 義 歯 2

潤

防

局

総 務 課 1 1 3 2 8 17 1 33 1 3 4 3

予 防 課 1 3 3 14 2 1 24 4 1 1 6 2

警 防 課 1 2 6 9 7 3 2 3 3 2 2 1 4 5

計 1 1 2 8 ll 31 7 z Z 4 8 7 5 1 1 5 1 2 1 趣

中

*

潤

防

普

本 署 2 5 4 20 1 5 40 1 87 1 1 1 1 1 1 1 2 3 1 13 3 1 10 1

島 崎 出張 所 1 2 3 7 13 1 1 1 3 2

田 崎 〝 1 4 7 9 21 1 1 1 1 4 3

南 熊 本 〝 1 2 4 6 A 1 1 2 1

川 尻 〝 1 4 4 12 21 1 1 1 1 4 2

小 島 〝 1 2 5 5 13 1 1 2 1

計 2 5 9 3 4 3 8 79 1 168 4 5 1 1 1 1 1 1 4 3 6 28 3 1 19 1

莱

消

防

E

* s 2 3 6 1 6 12 48 1 醇 2 1 1 1 1 1 1 2 3 1 14 1 1 10 1

清 水 出張所 1 4 4 12 Z L 1 1 1 3 2

京 町 〝 1 2 4 6 13 1 1 2 1 1

楠 〝 1 2 3 7 13 1 1 1 3 一1 2

計 2 3 9 24 2 3 73 1 .13 5 2 4 1 1 1 .1 1 1 3 3 4 22 3 1 1 5 1

健
翠
潤

防
署

E 2. 3 6 1 4 9 3 5 1 71 1 2 1 1 1 2 3 2 1 3 1 1 0

出 水 出張 所 1 2 2 8 13 1 1 1 3 2

託 麻 〝 1 4 5 ll 21 1 1 1 3 2

計 2 3 8 20 16 55 1 1(5 3 3 1 1 1 3 3 4 17 1 14

訓 練 セ ンタ ー 2 2

(注)消防士の総計には、消防学校入校中の1 5人を含む
定員　495人　　実員　495人
超短汲無線装置欄中曲は基地局、その他は移動局を示す
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3　消防水利状況

(昭57. 4. 1現在)

区 域

種 別

中 央 消 防 署 東 消 防 署 健 軍 消 防 署

計本 島 田 南
熊
本

川 4 、 本 清 京
棉

本 也 託

普 崎 崎 尻 島 普 水 町 普 衣 麻 .

公 設 消 火 栓 4 12 4 0 6 5 1 7 2 7 9 5 2 5 3 5 7 7 7 9 3 5 0 2 4 0 4 6 7 1,0 9 3 5 2 0 8 3 5 6,78 0

防 火 水そ う

4 0 itf 以 上

公 設 l l 6 1 4 l l 4 3 2 5 7 1 3 1 0 2 1 1 0 7

私 設 4 7 6 2 5 7 2 5 2 2 1 4 1 2 1 0 2 0 1 1 6

警 摘 孟 公 設 8 2 17 3 1 5 2 2 2 1 3 1 2 7 7 9 0

私 設 2 7 1 4 2 3 4 3 7 6 3 1 8 6 0

7 - A - 7 3 6 6 5 9 1 9 3 5 6 2 6 5 8 1 0 8

泉水池 堀 4 0 in3以上 2 5 2 3 3 1 3 3 1 2 3

4　火　災　統　計

(1)火災発生状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭和56年)

区 分 也

火

火 災 種 別 り 災 状 況 焼 損 面 積

損 害 額
痩 林 車 1 舵 そ 樵 悼 人 死 負 痩 林

月 件

ォ
物 野 両 舶

の
他 戟 育 負 者

傷
者 Q )

(警 ) ( 千円 )

1 1 6 1 4 1 1 3 0 3 3 8 3 5 7 6 8 3 3,6 9 2

2 . 6 5 1 8 7 3 0 1 1 2 5 1 64 7 8

3 1 4 1 2 1 1 1 9 1 4 4 8 3 1 2 3 0 5J 9 3

4 4 1 1 2 1 1 6 1,1 0 3

5 1 4 1 3 1 2 1 1 4 4 0 3 6 9 6 4 9,1 0 4

6 9 8 1 1 7 1 6 4 9 1 3 5 7 4 5,4 4 3

7 9 9 1 8 1 2 3 8 4 4 4 9 3 6,9 1 5

8 4 4 6 6 2 0 1 3 4 7 7,1 7 8

9 9 6 3 9 7 2 3 2 1 6 1 7,4 9 9

1 0 1 4 1 0 1 3 1 6 1 0 2 8 3 1 17 6 4,6 2 8

l l 6 6 1 5 8 2 1 1 3 9 0 1 8,1 2 4

1 2 1 3 1 0 3 1 7 1 7 6 8 1 4 8 4 1 2,6 4 4

計 1 1 8 9 8 6 1 4 1 7 7 1 4 5 4 5 4 7 2 1 4,3 0 9 2 2 8,0 0 1

5 5 年 1 2 5 1 0 1 1 1 0 1 3 1 4 4 1 1 5 3 7 6 6 2 5 4,7 6 9 6 2 2 9,17 6

5 4 1 1 0 8 8 1 1 5 6 1 3 8 1 1 4 3 5 0 6 1 9 3.8 7 5 3 1 7 1,2 2 7

5 3 1 1 9 9 8
-

1 2 9 1 4 3 1 4 3 4 19 3 2 3 4,5 8 0 1 4 5,2 5 0

5 2 1 5 9 1 2 6 4 2 1 8 1 9 2 18 9 5 7 8 1 3 3 0 5,9 2 2 5 4.5 2 0 5,6 3 1

-278-



(2)原因別被害状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位　千円)

午

原 因

5 2 5 3 5 4 5 5 5 6

件

ョ

損

皇
lコ

SI

件

サ

損

隻
にここ.

顔

件

R

損

宝
日

額

件

数

損

宜
lコ

顔

件

8

損

害

鶴

油

類

石 油 ス トー ブ 6 2 ,0 8 9 5 6β 8 7 3 3β 9 3 7 1 4 ,7 6 3 1 0 3 6 ,3 0 3

バ ー ナ ー 1 8 1 4 3 9 ,8 7 4 1 6 1 1

そ の 他 の 引 火 1 3 1 9 8 1 5 1β 8 1 9 3 ,3 3 1 1 0 7 ,6 7 4

車 両 内 燃 機 関 3 2 0 8 1 6 1 1 5 0

電

気

関

係

漏 電 2 5 ,3 7 1 2 6 5

短 絡 1 4 2 2 ,9 2 2 3 7 0 0 4 1 9 ,9 4 3

ス ノペ ー ク 1 4 1 5 0 4 4 ,1 2 3

器 具 類 過 熱 6 3 ,6 1 3 4 2 6 4 6 6 ,1 2 5 7 2 5 ,9 8 9 3 1,5 4 9

電 気 ス トー ブ 1 2 8 5 1 2 2 3 8 1 5 5 6

か ま ど l l 1 7β 7 3 8 7 ,0 2 9 1 1 0 3 6 ,4 9 7 4 4 ,9 5 2

ガ ス 器 具 1 4 6 1 3 2 0 7 9 7 ,2 0 0 6 7 2 ,2 0 8 1 3 5 ,8 6 3

た き 火 3 4 2 1 5 8 ,8 6 9 1 4

火 あ そ び 9 4 ,5 4 0 5 4 ,0 3 4 1 0 2 5 1 0 1 6 5 ,5 9 4 l l 1 ,2 5 1

? ' < コ 2 9 4 1,4 1 7 1 4 4 0 ,5 3 5 1 2 5 6,0 7 2 8 6 .2 5 1 1 5 3 1 ,5 8 6

マ ッ チ 1 2 ,7 0 3 1 3 5 2 ,5 4 6 2 7

煙 突 . 煙 道 2 1 3 3 7 ,4 3 5 1 7

I/.' .1 1 5 8 ,6 2 9 5 2 ,6 6 3 8 7 ,5 5 4 9 1 2 2 9 3 l l 2 2 6

竜 燥 設 備 1 6β 9 8 2 8 2 2 7 ,4 4 4

溶 接 機 4 3 ,9 7 1 4 7 7 0 5 1 9 0 6 2 4 7 1 4 0 ,3 8 2

取 灰 2 2 2 1 8 0

蚊 敢 線 香 1 1 ,6 2 5 1 7 0 1 1 0

こ た つ 2 1,4 4 9 1 6 ,8 4 1 2 2 β8 3

再 燃 1 4 0 1 1 1 ,1 7 4

自 然 発 火

& 1 1 2

ロ ー ソ ク 1 0 1 5 0 3 4 ,1 4 5

そ の 他 1 8 9β6 4 1 4 1 7 ,0 5 4 4 6 0 2 5 9 ,8 2 6 7 9 ,6 7 4

不 明 4 7 5 ,3 3 9 l l 2 5 ,8 8 4 1 2 5 9 ,7 7 3 l l 3 5 5 4 6 1 7 3 8 ,1 6 5

不 審 火 2 0 2 3 ,8 3 3 6 7 ,0 4 8 8 9 ,0 4 1 1 2 1 0 ,6 2 0 7 2 7 ,1 6 2

焼 却 火 3 2 ,2 1 0 1 0 2,6 8 9 7 9 1 3 8 3 2 8 4 1 ,9 4 9

調 査 中 2 1 9 4

合 計 1 5 9 2 0 5,6 3 1 1 1 9 1 4 5 2 5 0 1 1 0 1 7 12 2 7 1 2 5 2 2 9 ,1 7 6 1 1 8 2 2 8 ,0 0 1

-279-



5　予　　　防

(1)危険物製造所等
(昭57. 4. 1現在)

製 造 所 3

貯

蔵

所

屋 内 貯 蔵 所 1 4 6

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所 6 9

屋 内 ク シ ク 貯 蔵 所 4 6

地 下 タ ン ′ク 貯 蔵 所 3 3 5

簡 易 タ ン ク 貯 蔵 所 4

移 動 ク ン ク 貯 蔵 所 5 9

屋 外 貯 蔵 所 2 9

小 計 6 8 8

m

級

所

給 油 取 扱 所 3 3 7

販 売 取 扱 所 7

一 般 m . m ph 3 2 6

み な し 移 送 取 扱 所 5

小 計 6 7 5

m ft 1,3 6 6

(2)同意建物工事別件数(消防法第7条)

種 別

年 f r ^ 増 築 改 築 移 転 修 繕 模様 替え 用 途 変更 計画 変更 仮 使 用 合 計 M 'k m
耐 構 造

5 2 6 ,5 0 9 1 ,6 4 4 2 0 7 1 1 6 8 ,1 9 7 1,5 3 9

5 3 6 ,3 2 9 1,6 0 4 5 l l 1 9 2 5 7 ,9 8 4 1 ,7 9 5

5 4 7 ,3 6 9 7 6 3 3 4 2 1 9 8 ,1 5 1 1 ,4 0 6

5 5 5 ,0 8 5 1 ,4 6 1 9 1 3 1 2 1 2 6 ,5 8 3 1,1 0 8

5 6 4 ,4 8 9 1 ,3 8 1 1 5 9 1 2 1 6 5 0 7 7 6 ,0 4 0 1 3 1 7
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(3)防火対象物現況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭57. 3. 31現在)

防 火 対 象 物 別

計 中央 消防 署 東 消 防 署 健軍 消防 署

計

法 8 条 法 17 条 法 .8 条 法 17 条 8 条 法 17 条 8 条 法 17 条
指 定 指 定 指 定 指 定 自 走 指 定 指 定 指 定
(A 号) (B 号 ) (A 号 ) (B 号 ) (A 号 ) (B 号) LA 号 ) (B 号 )

計 8,5 0 5 2,9 5 1 5-5 5 4 1β0 5 2ユ9 9 8 6 0 1,6 3 0 7 8 6 1,7 2 5

1

イ 劇場、映画館、演芸場 1 0 1 0 6 4

ロ 公 会 堂 、 集 会 場 4 8 4 1 7 1 6 7 l l 1 4

2

イ
キ ャバ レー、 カフェー

ナ イ ト ク ラ ブ
3 6 3 0 6 2 8 4 1 1 2

n 遊技場、 ダンスホール 5 3 4 6 7 1 9 3 9 3 1 8 1

3

イ 待 合 、 料 理 店 4 6 3 6 1 0 云8 9 3 5 1

ロ 飲 食 店 1 8 9 1 4 0 4 9 7 0 2 0 1 8 1 6 5 2 1 3

4
百貨 店 、 三 一 ケ ツ ト

展 不 場
3 6 6 3 0 0 6 6 1 3 5 3 7 8 3 1 7 8 2 1 2

5

イ 旅 館 、 ホ テ ル 等 3 4 8 1 4 1 2 0 7 6 1 1 2 1 4 6 5 4 3 4 3 2

ロ 寄 宿舎 、 共 同住 宅等 2,8 9 2 2 6 4 2,6 2 8 7 1 8 0 8 9 3 9 1 0 1 0 0 9 1 0

6

イ 病 院 、 診 療 所 等 4 8 9 2 6 0 2 2 9 9 1 9 6 9 5 5 5 7 4 7 8

ロ 福 祉 、 救 護 施 設 等 1 4 8 1 4 6 2 5 3 1 4 2 5 1 1

ノ、 幼 稚 園 、 養 護 学 校 6 6 6 6 2 2 2 4 2 0

7 /l＼ 中、高校、各種 罰交 1 7 2 1 6 8 4 5 5 6 6 2 4 7 2

8 図 書 館 、 博 物 館 4 4 2 2

9

イ トル コ、 サ ウナ浴 場 5 2 3 4 1 8 3 3 1 7 1 1

蝪 イ 以外 の 公 衆 浴 場 7 1 3 6 8 1 2 4 2 2 8 1 6

1 0 停 車 場 7 3 4 3 2 1 1

l l 神 社 、 寺 院 、 教 会 7 9 4 6 3 3 2 7 1 4 8 1 3 l l 6

12

イ 工 場 、 作 業 場 6 90 1 0 8 5 8 2 6 9 3 4 3 1 9 1 0 6 2 0 1 3 3

ロ 映画、テレ ビス タジオ

13

イ 車 庫 、 駐 車 場 6 4 8 5 6 4 3 2 3 l l 1 1 3

ロ 格 納 庫

1 4 倉 庫 5 9 1 2 5 5 b h 1 6 2 9 4 o 9 1 7 1 8 1

1 5
前各 号 に該 当 しな い

事 業 所
6 6 9 2 8 7 3 8 2 1 24 1 2 9 9 8 1 2 6 6 5 1 2 7

16 -
イ 複 合 用 途 1,0 1 8 6 9 1 3 2 7 3 4 1 1 2 6 2 0 4 9 7 1 4 6 1 0 4

ロ イ以 外 の 複 合 用 途 3 7 3 9 0 2 8 3 2 9 1 0 1 2 9 9 4 3 2 8 8

(16 の2 ) 地 下 萄

17 重 要 文 化 財 9 4 5 1 2 2 ・1 1 1

18 ア ー ケ ー ド 1 5 1 5 q 4 2

(鍾)~法　8条指定-防火管理者を必要とする対象物( A号)
法17条指定-消防用設備等を必要とする法8条指定以外の対象物( B号)
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(4)中高層建築物の現況
(昭56.ll.30尋在)

階 数

防 火 対 象 物 別

4 5 6 7 8 9 10 ll 12 1 3 14 1 5 計

内 有

質

を の

1 5 m

* ォs

1 5 m

以 上

3 1 m

* ;

3 1 m

を 超

え る

も の

1

イ 劇 場 、映 画 館 、 演 芸 場 3 1 4 1 1 3

【】 公 会 堂 、 集 会 鳴

2

イ
キ ヤノヾ レ- 、 カ フ ェ ー

ナ イ ト ク ラ ブ 6 3 1 1 l l 8 6 5

ロ
遊 技 場 、 ダ ン ス ホ 】ル 1 1 1

3

イ 待 合 、 料 理 店 3 2 5 1 3 2

tコ
飲 食 店 1 6 l l 4 1 3 2 1 6 1 5 1 7

4 盲貸店 、マーケット展示場 35 13 4 2 1 5 5 1 9 3 1 24

5

イ 旅 館 、 ホ テ ル
2 3 10 7 6 4 2 1 3 5 6 1 8 2 3 3 2 1

tコ 共 同 住 宅 、 寄 宿 舎 4 00 3 0 2 2 3 l l 9 3 4 3 3 7 58 7 673 81 4

6

イ 病 院 、 紛 擾 所
8 4 3 3 2 3 6 5 1 1 15 3 2 0 75 7 6 2

n 福 祉 、 救 護 施 設 1 1 1

ノ、 幼 稚 固

7 小 中 高 大 学 各 種 学 校
6 8 1 8 5 1 1 9 3 9 24 6 8 1

8 図 書 館 、 博 物 蝕 2 2 2

9

イ トル コ、 サ ウ ナ 浴 場 2 3 4 1 2 8 1 2 1 7

tコ イ 以 外 の 公 衆 浴 場

10 停 車 場 1 1 1

l l 神 社 、 寺 院 、 教 会 3 3 2 1

1 2

イ 工 場 、 作 業 場 7 1 3 l l 2 2 9

蝪
映 画 、 テ レ ビス タ ジオ

13

イ 車 庫 、 駐 車 場 1 1 2 1 5 1 2 3

ロ
格 納 庫

1 4 倉 庫 7 1 8 4 4

15
前 各 号 に 該 当 しな い

事 業 所 12 2 35 2 2 13 10 9 2 1 1 1 21 6 5 4 89 11 8 9

16

イ 複 .合 用 途 20 1 92 52 2 9 18 ll 9 5 2. 1 4 20 1 2 5 1 89 22 4 7

ーコ イ 以 外 の 複 合 用 途 6 9 33 1 7 9 3 1 3 135 9 76 58 1

( 16 の 2 ) 地 下 街

17 重 要 文 化 財
1 1 1 3 3 3

計 1 .07 7 56 1 16 5 7 8 4 7 3 2 1 7 14 4 2 3 1 2,0 0 1 2 94 1.2 38 738 2 5
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(5)予防広報及び行事回数
(昭和56年度)

車両 による 地震対策訓練

¥ m m s 導=)

防 火 麓 指 導

(救急法 、消火

訓練、防火講話 )

J B F O I旨導 B F C 指導 事業所訓練

防灸展

防災ビデオ

防 火 広 報 (左 同 ) ( 左 同 ). (左 同 ) (16 ミリ映画)

1 4,9 7 2 1 6 4 7 1 1 4 8 0 3 4 0 3,0 5 3 9 4 7 5

6　救　急　活　動

(昭和56年)

区分

月

出動

回数

事 故 種 別
救急

件数

救 護 人 員
不搬

送数

火 自

然

水 交 罪
働

運
サ 般

初 自
s

負 そ

の

他

男 女 計

災
災
宝 m 過

災
3 !

ictc兄耳
技

負

m 皇
行

為 m

1 63 4 1 3 99 6 5 67 l l 8 361 64 55 6 35 4 2 22 57 6 78

2 594 4 1 115 18 4 55 7 12 28 5 93 520 3 15 2 18 5 3 3 7 4

3 79 1 7 1 15 7 8 14 66 2 13 41 3 1 10 7 14 4 30 3 09 7 39 7 7

4 66 1 2 150 5 1 0 85 9 7 298 9 5 59 7 38 5 2 40 6 25 64

5 72 6 7 17 1 4 16 77 5 ll 342 93 66 6 4 17 29 2 7 09 6 0

6 683 5 156 8 5. 72 l l 1 0 3 17 99 6 22 399 241 6 40 6 1

7 74 3 5 5 18 0 l l 22 7 5 1 0 10 33 7 8 8 6 75 4 44 26 2 7 06 6 8

8 67 3 4 2 124 1 0 6 7 0 9 7 345 96 6 13 3 99 2 32 6 31 6 0

9 6 85 7 1 1 59 12 2 0 81 6 8 301 90 6 13 4 0 1 23 6 63 7 7 2

1 0 73 1 3 17 1 12 1 5 64 6 8 34 8 104 642 4 18 2 55 6 73 89

l l 72 2 5 17 8 14 16 75 5 5 322 102 6 47 40 2 2 83 6 85 7 5

1 2 77 1 7 169 6 5 7 0 1 3 8 38 4 10 9 6 7 5 397 304 7 01 9 6

計
( 37 4) (1)

-

(1) (1 06) (9) (5) (39) .¢) (3) (16* (44 (3 33) (2 20) し14 3) (3 63) C4 1)

8,4 14 6 7 12 1,829 114 13 8 8 57 9 4 107 40 53 11 43 75 40 4,7 61 3,09 4 7β55 8 74

5 5 年
し384 )

53

(1) (1) ◎⑳ U tt d Q) (36) (3) (7) (171) (4◎ 8 3⑬ (22◎ (12$ (3 5 】) (50)

&075 1 10 15 76 13 1 15 8 8 14 8 6 115 33 99 1,132 72 6 7 4β15 29 90 7fi O 5 8 08

5 4
(32 6)

36 1

¢) (1 01) (13) (⑳ (36) ¢) (6) (1 13 (5 0 (2 87) (21 1) (1 15) (32 (5) (3 9)

7,29 4 9 1β82 137 1 19 800 1 09 128 35 51 1,022 65 66 4,0 54 2β05 6β59 72 8

5 3
(27 3)

6 1

a ) ¢⑳ (l l) (S (16) CO (4) (129 (3 9 (240) (168) (8 3 ¢5 1) (3 3)

65 4 0 5 12 43 12 8 12 8 6 65 . 6 6 12 7 3J 69 948 5,78 4 35 6 0 2,492 6β52 756

5 2
(262 )

8 5

C2) q 旬 (7) (3) (3 0) (3) (10) (91) ¢9 (22 1 (16③ (89 (2 4 8) ¢⊥)

6,195 14 1ユ17 10 4 12 0 6 6 6 76 123 30 15 875 54 94 3,472 22 89 5,76 1 701

5 1
(22 4) (1) (2) ¢◎ (ゆ (4) (2 $ (2) (4) (89 (1$ (i8 a (144〉 ¢◎ (2 14) (40)

5β59 7 3 23 11 68 1 12 8 8 5 91 8 6 12 2 29 07 4 89 5Xl13 35 10 2048 52 58 64 6

鍵) (　)内は熊本市が北部町　河内町　飽田町　天明町より委託を受けて処理した救急業者件数を示す

(昭48, 11業務開始)
一

1
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7　消　　防　　EZl

(1)組　　織 1団　55分団(定員)2,070人

市　長-消防団(団本部)-分　団-

(2)団員及び消防ポンプ数

部-I

火先班
ポンプ班
響戒班

(団長-副団長)(分団長一副分団長) (部長)　　(班　長)

ll

熊本県消防協会

熊本市支部

(昭57.4.1現在)

階 級 別 団 長 副団長 分団 長 副fl -a 良 部 長 班 長 蝣r-'D 他

の団 員
計 消防ポンプ

自 動 車
小型動力 ポンプ
tt ォt ォ

佳 撃 雪

現 在 数 1 b 5 5 5 4 6 3 2 7 1 1,5 8 4 2 ,0 3 4 4 5 4 3 3

(3)報酬及び費用弁礁

階 級 別 団 長 副 団 長 分 団 長 副分団長 部 長 班 長 そ の 他
の 価 芭

報酬年額 ( 円 ) 4 0 ,0 0 0 3 3,0 0 0 2 6,0 0 0 2 1 ,0 0 0 1 7,0 0 0 1 6,0 0 0 1 5β 0 0 l

区 分 費 用 弁 億 額 (円)

訓 練 出 動 1 回につ き 1, 5 0 0

研修、講習又は訓練のため本 県消防学校 に 入校 した とき 日 額 3, 0 0 0

(注)水火災及び警戒出動に対しては交付金によって弁償( 5 7年度予算額1 4,4 0 3千円)
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